
　教育委員会 information

安全安心
交通事故発生状況
問 高島警察署　 （22）0110

環境放射線測定結果
問 原子力防災対策室　 （25）8133

（令和２年９月末現在）

火災・救急・救助件数
問 消防総務課　 （22）5401

（令和２年９月末現在）

内　　容 件　数 前年比
人身事故発生件数 46 件 ー 38 件
死 者 数 ０人 ー 3 人
傷 者 数 68 人 ー 30 人

発生場所 件　数
マ キ ノ ８件
今 津 ７件
朽 木 １件
安 曇 川 11 件
高 島 ７件
新 旭 12 件

※概数

火　災 件　数 累計（１月〜）
建 物 ０件 ７件
車 両 ０件 １件
林 野 ０件 ０件
そ の 他 ０件 11 件

救　急 件　数 累計（１月〜）
交通事故 13 件 104 件
一般負傷 36 件 307 件
急 病 129 件 1138 件
そ の 他 30 件 212 件

救　助 件　数 累計（１月〜）
火 災 ０件 ０件
交通事故 １件 15 件
水難事故 １件 ５件
そ の 他 ２件 ６件

９月平均値（平日測定） 前月平均値
マキノ（マキノ支所前駐車場）

0.065μSv/h 0.060μSv/h

今　津（今津支所車庫付近）
0.036μSv/h 0.034μSv/h

朽　木（朽木支所前駐車場）
0.070μSv/h 0.066μSv/h

安曇川（安曇川支所南側駐車場）
0.047μSv/h 0.045μSv/h

高　島（高島支所東駐車場）
0.049μSv/h 0.052μSv/h

新　旭（高島市役所本館北側車庫付近）
0.054μSv/h 0.054μSv/h

※�測定地点は他に24か所あります。測定結果
は、市のホームページをご覧ください。
※�日本での自然放射による時間線量の通常の
値はおおむね0.2μSv/h以下です。

問環境政策課　　 （２５）８１２３
　環境センター　 （２４）００３１

可燃ごみ搬出量
　現在、三重県の民間ごみ処理業者へ委託
して焼却処分しています。ごみの量に応じ
てごみ処理費用を負担することになります
ので、ごみの分別や減量にご協力ください。

測定月 収集量
令和元年９月分 1,131t
令和２年９月分 1,152 t（前年比 21t 増）

資
源
ご
み
の
臨
時
回
収
、『
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
』を
開
催
し
ま
す
。

ご
家
庭
に
た
ま
っ
て
い
る
《
資
源
ご
み
》
を
こ
の
機
会
に
お

持
ち
込
み
い
た
だ
き
、
ご
み
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

２
会
場
で
開
催

す
る
ヤ
ン
！

紙ごみ類、プラスチックボトル、飲食用カン、
飲食用ビン、ペットボトル、有害ごみ（乾電
池・蛍光管）、パソコン
※パソコンは個人情報を消去してください。

燃やせるごみ、燃えないごみＡ類（陶磁器・
ガラス類）、燃えないごみＢ類（パソコン除く）
古着、粗大ごみは回収しません。

○回収できるもの

○注意事項

○
日
時
：
11
月
７
日
㊏

　
10
時
〜
12
時
※
小
雨
決
行

○
場
所
：
今
津
町
南
沼
市
有
地

今
津
地
域

○
日
時
：
11
月
28
日
㊏

　
10
時
〜
12
時
※
小
雨
決
行

○
場
所
：
安
曇
川
公
民
館

安
曇
川
地
域

リ
サ
イ
ク
ル
広
場
を
開
催
し
ま
す
！

リ
サ
イ
ク
ル
広
場
を
開
催
し
ま
す
！

令和

年
度

２

問
社
会
教
育
課　

（
２
５
）
８
５
６
１

教
育
委
員
会
広
報

子
育
て
講
座

コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
こ
と
を
！

市
民
生
活
の
安
全
安
心
を
支
え
る

道
路
整
備
に
向
け
て

子
ど
も
体
験
活
動

中
国
語
講
座

例
年
、
春
か
ら
公
民
館
教
室
・
講
座

が
開
講
し
、
夏
に
は
青
少
年
の
自
然
体

験
活
動
が
、
ま
た
秋
は
人
権
や
家
庭
教

育
な
ど
の
研
修
会
や
地
域
文
化
祭
が
行

わ
れ
、
学
び
と
つ
な
が
り
を
求
め
て
多

く
の
人
た
ち
が
地
域
の
公
民
館
に
集
い

ま
す
。

し
か
し
、
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
教
育
活
動
が
中
止
や
延

期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、不
要
不
急
の
外
出
を
控

誰
も
が
不
安
を
抱

え
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、

子
育
て
に
つ
い
て
考
え

よ
う
！

た
か
し
ま
ワ
イ
ワ

イ
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー

と
協
力
し
て
火
お
こ
し

体
験
を
し
ま
し
た
。

講
師
も
受
講
生
も

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を

つ
け
て
発
音
を
確
認
し

ま
す
。

市
内
を
走
る
国
道
１
６
１
号
、

３
０
３
号
、
３
６
７
号
の
３
路
線
は
、

い
ず
れ
も
市
民
生
活
に
と
っ
て
重
要

な
道
路
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

の
道
路
網
は
、
地
震
な
ど
の
災
害
時

に
お
け
る
避
難
お
よ
び
緊
急
輸
送
道

路
と
し
て
も
大
変
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
生
活
の
利
便

性
の
向
上
や
地
域
の
活
性
化
を
目
指

す
だ
け
で
な
く
、
災
害
発
生
な
ど
に

よ
る
有
事
の
際
も
想
定
し
た
道
路
の

整
備
促
進
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
か
ら

国
や
県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関

に
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

こ
う
し
た
中
、
現
在
、
大
津
市
北

小
松
地
先
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工

事
や
橋
脚
工
事
の
ほ
か
、
滝
川
橋
下

部
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
安
曇
川
町
地
先
で
は
、
交
差
点

立
体
化
の
た
め
の
橋
台
・
橋
脚
の
工

事
が
鋭
意
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
で
は
、
令
和
７
年
に
滋

賀
県
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
第

79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
第
24
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
目
途

に
、
国
道
１
６
１
号
バ
イ
パ
ス
整
備

の
早
期
完
成
が
で
き
る
よ
う
、
本
年

も
７
月
31
日
に
滋
賀
県
知
事
へ
、
ま

た
、
10
月
15
日
に
は
近
畿
地
方
整
備

局
へ
、
さ
ら
に
10
月
20
日
に
は
国
土

交
通
省
に
対
し
て
、
要
望
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
同
時
に
、
国
道
３
０
３
号
、

３
６
７
号
お
よ
び
県
道
の
道
路
改
良

な
ど
に
つ
い
て
も
適
宜
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
皆
さ
ん
の
安

全
安
心
な
生
活
の
確
保
に
向
け
て
、

国
・
県
・
隣
接
市
等
と
連
携
し
た
整

備
促
進
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い

く
所
存
で
す
。

え
る
中
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活

用
し
て
自
宅
で
学
ぶ
ス
タ
イ
ル
が
広
が

り
ま
し
た
が
、同
じ
場
所
に
仲
間
が
集

い
、リ
ア
ル
な
体
験
を
通
し
て
学
び
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と

の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
機
会
と
も
な

り
ま
し
た
。

市
で
は
こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
で
も

新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ
感
染
予

防
策
を
講
じ
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
学
び

の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
学
習
機

会
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
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